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　ＪＡ道中央会は、2020事業年度の道内105ＪＡの経営状況について「北海道2021ＪＡ要覧」としてまとめた。農

畜産物の販売支払高は、19事業年度比1.7％（179億8,300万円）増の１兆843億5,500万円。農業生産は好調を維持

し、過去最高を更新した。このうち、十勝の24ＪＡ（十勝池田町と十勝高島の合併前）は1.0％（33億6,000万円）

減の3,306億5,600万円（同1.0％減）。全道の３割強を占めた。

販売支払高１兆843億円　前年度1.7％増、� 2021年９月18日

過去最高　十勝が３割強占める　20事業年度道内ＪＡ農畜産物

　販売支払高の内訳は、農産物が4,800億円で3.7％増。畜産物は6,044億

円で0.1％増とほぼ横ばいだった。

　主要品目別では、米が1,120億円で6.5％増、豆類が328億円で11.0％減、

麦類が368億円で2.6％増、ビートが426億円で9.9％増、生乳が3,803億円

で3.7％増。豆類は、最大産地の十勝で８月の高温や収穫時の降雨の影響

を受け、品質低下や価格下落となったこともあり、前年を下回った。

　また、生産資材や生活物資の購買品供給高は4,786億円で3.7％減った。

　事業損益は195億円で22.1％増。当期剰余金は17.2％増の181億円を確保

した。

◆正組合員数６万人割れ
　正組合員数は５万9,097人（同比3.2％減）。初めて６万人を割り込んだ。

会社員や自営業者など非農家の准組合員は28万2,631人（0.7％減）と横ば

い。全組合員に対する准組合員の割合は82.7％と0.3ポイント上昇した。

　十勝は事業損益、当期剰余金ともに、前年より20％以上の増益を確保。

正組合員数や准組合員数は、いずれも減少している。全道12地区別の１Ｊ

Ａ平均では、十勝は販売支払高、購買供給高ともに２位だった。

　十勝地区農協組合長会、十勝農協連、十勝総合振興局は24日、2021年産農畜産物の管内ＪＡ取扱高（概算）を発

表した。耕種（畑作）と畜産の合計額は前年比８％増の3,735億円。耕種、畜産とも増収し、過去最高額を更新し

た。小麦が豊作になるなど農作物全般で収量を確保。前年を上回る生乳生産を維持し、肉用牛も価格が堅調に推移

した。管内ＪＡが21年までの目標として掲げる「3,500億円」を大幅に上回った。

ＪＡ取扱高3,735億円　耕畜とも増収、小麦は30％増� 2021年12月24日

過去最高額に　十勝21年産

　十勝地区農協組合長会（有塚利宣会長）、十勝農協連（山

本勝博会長）、十勝総合振興局（水戸部裕局長）が、管

内23ＪＡの協力を受けて試算した概算値の集計。過去最

高額は2019年の3,549億円で、186億円上回った。

　全体の６割を占める畜産部門は2,251億円で前年比５

％増。過去最高額（19年と20年の2,148億円）を更新した。

2,000億円の大台突破は４年連続。

　酪農は同比３％増。乳価はやや減少したが、通年で前

年を上回る生乳生産を維持した。

　肉用牛は同比５％増。コロナ禍による外食需要の減少

を受けた前年と比べ、枝肉価格や素（もと）牛取引価格

が堅調に推移した。

　耕種部門は、1,484億円で同比13％増と、過去最高額（15

年の1,409億円）を更新。６～７月下旬の高温少雨で地

域やほ場、作物により影響が出たものの、小麦の収量が

平年を大きく上回り、全体の数字を押し上げた。

　小麦は同比30％増。大幅な収量増は６～７月の多照が

要因。豆類は、小豆とインゲンで高温少雨の影響は見ら

れたが、大豆は平年より収量が増え、同比８％増だった。

　ジャガイモは同比13％増。収穫時期の早い品種に高温

少雨の影響が出たものの、その他の品種では収量を確保。

生食用販売単価も増加した。

　ビートは同比14％増、糖度は現段階で、昨年を上回る

16.3％。基準糖度（16.6％）を下回ったが、根周も平年

より大きく成長したため、収量は増加した。

　野菜は同比３％減。高温少雨の影響でダイコン、タマ

ネギ、スイートコーンなどで収量が減少した。

　初の3,700億円超えとなったことに、十勝地区農協組




